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は し が き
「国際企業 」(1…m・t・・n・IE・t・・p・』・)あ る・・は 「多 国籍 企業 」(M・1・・n・・…iE・ …p・i・e)さらtこは
「世界 企業 」(W・r!dEnterprise)とい う表 現 に よって示 され る よ うに,企 業 の活 動 がそ の国境 を越 え
て国際 的な規 模 で 国際 的 な性 格 を もって実 行 され てお り,そ れ は現 代 に お いて新 しい問 題 を提 供 しつ
つある。その多方面にわたる活動について各種の見解が発表 され てい るが,本 稿では,ア メリカの企
業活動を中心にして,その海外活動について,投資資本の源泉に対する国際的金融機関の活動と態様




(1)本稿は さきに報告 した 「金融機関の国際化一 アメ リカの場合の背景と現状一」金融 ジャーナル ・第11巻2
号で検討 した諸問題についての補足 も意図するものであ る。
(一)
アメリカの企業が,こ んにちの ビジネスの世界で国際的企業 として1つ の新 しい役割を演 じつつあ
ることについては,お そら く,そ の背景や歴 史的な展 開について,そ れ 自体が独立のテーマ として研
究されるべ きものであるが,少 し角度をかえてみて最近にいた るまでの経過をみた場合,お よそつぎ
のような諸点を指摘す ることができる。
〔1〕 まず第1に,現 在においてアメ リカの企業の 「国際的」活動分野 への進出が,ア メ リカの企
業および経営者 にいかなる意義 をもつか,とい う点である。ほぼ100年あ るいはそれ以上にわたって・
全般的にアメ リカにおけ る産業 の努力の主要 な推進力は,国 内の経 済開発 を中心 とし,あ わせて生産
物を海外に輸出する能力を もつ国内産業 の建設に向 うものであった。現在,こ の努力}よ,新しい方向
として,ま す ます 多 くの外国地域において,製 造工業,生 産設備,販 売活動,輸 送活動その他の事業
つ 　
活動に直接従事する段階にたち至 っている。その意味で国際的な企業家 ・商人 ・貿易商 ・銀行家の国
としての新 しい時代へ の移行の感を与えるが,そ のよ うな動向はたんに表面的な もの として理解 され
てはな らないであろ う。た しかに,ア メ リカの企業を中心 とす る対外 活動 の指標 としては,た とえば,
1950年か ら61年にいたる期間に,ア メ リカの商品輸 出は年に|qq億ドルか ら210億ドルへ と増加 し,
また輸入は90億ドルか らほぼ150億ドルへの増加を示 してい るし,ま た1941年末 よ り51年末にいた る
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10年間=をとって見て も,ア メ リカの海 外におけ る私的資産お よび投資 は210億 ドルか ら560億ドルへ
増加 し・ さらeこ・9配 鵬d1已 唖 外諸蝉 へ手 捌 備Ψ 支興 ・年ec17億ドルから42億ドノレ
コ 　　
へと増加 し,海外投資か らの配当お よびその他の所得収入は17億ドルから27億ドルへ増加 している。
議会もまたこの期間中は アメ リカ年菜の海外活動の拡大を刺激 し促進する気運{こあった(たええばThe
TradeExpansionAct1962の基本的な立場の1つ をみよ)。
けれ どもひ るが えって,現 在 の企業 の海 外活 動への進 出 国際化 ・多国籍 化 とい う推移 は,ア メ
リカの企業の歴史 にお いては,新 しい もの とはいえないo今 世紀 のは じめには同 じような移 行は高度
　 も 　 　 　 　
に発展 した産業社会をもつ多 くの他の諸国 も経験 したものである。単純に企業の関係者の海外進出と
ゆ 事が らにだけ鯨 を しぼ〆 類推す城 このような緻} ,ま・ 古 くは`まぼ紀元1爾2000年の隙
ワ),づビロニヤ,エ ヂ プ ト,ク レタの経験 のなかに見 出す こともで き る。 同 様{として,そ れ は また
1000年後の フ ェニキや人 の経験 のなかに,ギ リシャ帝国や ロー マ帝国 の発 展において,さ らに イタ リ
.ヤの・ば ・サ ンスの直後 の ・・ニ レンスや ベネチ ・アの商人た ちに よつ確 聞 さオ古 轍 的姻 際的
な通商活動のなか に,こ の種 の経験 を見 出す1と が でき るであろ う。 さ らに1800年代初期 以降の産業
革 命後 のイギ リスお よび他の ヨー 戸ッパ諸国 の経験を見 ることが で きる。 イギ リスを先頭 とす るこれ
'らの諸国は
,'まず国内におい て巨大 な産業社会 を発展 させ,そ のつ ぎに新 しい市場や新 しい原料の供
べ
給 地 を求め て,ま た新 しい投資の機会を求めて,海 外活動を拡大 し進 出 してい ったのであ る。(最近に
おけるも?と も新 しいものとしては,1958年来以後の 「ヨーピ ッパ共同市場」 も,まず,そ の域 内経 済の諸障害
の整備 ・充実 と同時に,対外的な側面としては国際貿易関係の障壁を除去するための海外活動 に一 つの大担な新
しい努力をはじめているものと見ることができる。)
もち ろん これ らの諸状 況につい ては,経 済的 ・政治的 さらには社会的 な諸 環境につい て,こ んにち
の アメ リカを と りま く,そ して国際経済が直面 してい る一般 的 とな ってい る諸環 境 とは多 くの点 にお
い てちが ってい る ことは 当然 であ る。 に もかかわ ら尤 企業 家ない し経営者 に とっては,基 本的には
同一の ものがあ る。 かれ らは家郷をは なれ海外へ出 て行 った のであ り,・ この ことは こんにちの ア
メ リカの企業家 たちに とって も同 じであ る。 、
けれ ども,こ の よ うな単 な る表 面的な経験 とい うことでは な く,世 界経済 の構造 上の変化む しろ変
質 とい う大 きな流れ こそ基礎的な関係 として理解 しなけれ ばな らないであ ろ う。 ここでは第2次 大 戦
後 のア メ リカの国際的地位や動向について,そ れを全面的に と りあげ て分析す る よ りも,戦 後 の ドル
不足,ド ル不 安,'ドル危機 といわれ るそれぞれの段階を経 て,ア メ リカの国際経済 におけ る地位 の相
対的 低下を考慮 しつつ,ア メ リカ企業 の海外活動が新 しい観 点か ら見 られ なけれ ばな らな い,と い う
ことだけを指 摘 してお こう。この うちで,さ しあた って,つ ぎの諸点を述 べてお かなければ な らない。
第2次 大戦後 の ア メ リカの優位性は他d)諸国 とくらべて生産性;生 産能力に おいて も圧倒的 な強み を
見せ,西 ヨ一 口ヅパ諸国 ・日本等は戦後期の経 済的な復興 ・'自立 のためには アメ リカか らの輸入に 依
存 せ ぎるをえず,・この過程では諸国ぼ ドル不足や広範囲 ・長期 にわ た る為替制限 を余儀な くされ五 の
そあ るが;i・ア㌦'リカ以外めp苔国の生産力の急速な回復 とこれに もとつ く輸出 力の増 進は,tliアメ リカの
一38≡
国 際 企 業 と国 際 金 融 活 動
競争相手としての地位に浮上レてきた。 と同時に,こ のような動向の背後に↓‡,戦後 アメ リカの一貫
した ドノし・スペ ンディソグ=ドル撒布がある。 これは アメリカの圧倒的な生産力の優位とこれに よる
国際通商上の競争上のポジシ、ヨンの強さに よって可能であったのであるが,1950年代末以降,ア メ リ
カの国際収支が継続的な赤字におちこんで も,その国民通貨である ドルは国際通貨として,外 国にお
瞬 ドル縞 の累㊥ 型として鯉 されてし'った・そしてアメ リカのこの よう跡 裸 積はヨニr・
パ諸国一 酉 ドイツやフラシス=等 の継続的な黒字累積を可能に したのである。 このことは同時に
これ らの諸国が復興 ◆自立 して成長 ・発展を経て国際経済の市場関係においてアスリカ{こ優に対抗す
るグループーEEq-ECI-一二の形成 ともな り,アメ リカにとっては,も はや通商貿易面での進出の段
階を越えて,直 接に海外諸地域に拠点を求め,そ こでの各種の活動が要求され るに至ったのである。
っぎに,戦 後世界の最大の特徴の 】つとして,権 力的な領‡支配としての植民地体制の崩壊があげ
られる。この ことによって,生産力の圧倒的に有勢な国,あ るいは生産力を急速に発展させた国が世
界市場に進出する場合,か ってのように本国中心の政治的な障壁によって制約され る程度が少な くな
った場面が提供されたのである。いわば 「ビジネスの舞台」が出現 し,そ こでは資本力と競争力があ
れば,か な り自由に各地域に進出 してゆける条件が生まれたとみてよい。いわば領土 ・支配地域の再
分割を武力の行使によってお こな うのでな く,世界市場の経済的再分割 と支配,つ まリマーケット・
シェアの争奪の方法でおこない,世 界市場における地位を拡大 し確立 してゆ くことができるようにな
ったといってよい。 このような意味で,世 界市場が流動化したのであ り,戦後これ らの条件 と変化を
最大限に活用 して世界的に進出 ・拡張をとげたのはアメ リカである。 もっとも,ア メ リカの進出には
政治的あるいは軍事的要因が強 く関連 していたことは否定できない。さらに,敗 戦に よって,一 切の
植民地あるいは海外の諸権益を失 った西 ドイツ,イ タリア,日本 もまた復興過程を経 て自立 ・発展に
おいては,右 の条件によって再び海外への経済的な進出が可能かつ容易になったのであ り;この意味
でまさに 「ビジネスの舞台」での競争が展開されたのである。 これに関連 して,そ の後の世界経済の
50年代から60年代に至る推移のなかで,目立った点は,第1は,19世紀の植民地支配 と領有に基礎を
おいたポン ドの地位の強さが比較的に長命であったのに くらべて,戦後の一時期に圧倒的に優勢を示
した ドルが まさにアメリカの政治 ・経済上の強大さに もかかわ らず,国際収支の赤字その他の原因に
より,比較的短い期間で不安 ・動揺そ して危機が顕在化 してきたのは,前述のような世界市場の流動
化とい う動向があったことも|つ の原因である,と い うことであ り,第2は,EECな どのヨ_ロ ッ
パにおける地域統合の結成 と発展,日本その他の海外経済活動の発展が,世 界市場におけるアメリカ
の齢 的地位を弱化させたことである。 このことは植民地㈱ の繊 の もとでは,世界市場におけ る
そのシェアの縮小 ・喪失をもたらしたのである。 アメ リカのシェアの縮小は主要工業品輸出国2カ 国
の製造工業 ・蹴 出に 占め るシ 。アを見 る と,と くに1舶 であ る(第1表 参照).こ れ に反 して酬 イツ
や1]本の増大が示 され るのであ る。 、
以上のような諸輔 も・ア・リ均 企業が働 師 動⑭ 蝉 求戦 進叫 ⑭ ,く錦 鯉 蹴 る







度の低い諸国に多 く移動 しているごとも重要であ る。
自由世界の主要工業国はアメ リカをはじめIOカ国で世
界人 ロのほぼ18%を占めるが,'これ らの10ヵ国で平均す
ると年間1人 あた り国民所得はi250ドルない し1300ドル
に等しい。これにたいして,世 界あそれ以外の諸国は人
口の82%を占め,そ の平均年間1人 あた りの国民所得は
125ドルない し130ドルにすぎない6こ れは実に主要工業

































注A-一 自 由 世 界 の 輸 出 に 占 め る シ ェ ア 。
B… 一 ・主 要12カ 国 の 製 造 工 業 品 の 輸 出 に 占




㍗生存を続け るために十分 な食糧 を獲得す る戦い一 を続 けてい るのであ る。 長い歴史 の経過 は
この ことが人類や社 会が一般 に長 期にわた ってが まんで きないであ ろ うところの一'種あ不均衡 であ る
こ とを,す べ て ぎわ めて明 白に示 してい る。 ロ・一一?帝国にたいす る西 ゴー ト人(Vislgoths)やバ ンダル
人(Vandals)や北方が らの その他 の 「持 たざ る国」の部 族に よる,反 復 され た,そ して終局 的には成功
した攻撃 はそ の例で ある。 また ヴァイキ ング(Viking)の侵入 とカロ リンが王朝(Car・iingianEmpire)
(751-g87年)の崩壊,さ らた は フラ ンス革命(1789-1799年),Pシア革命(1817年3月〔旧暦2月 〕と同年
11月〔旧暦io月〕)もそ うであ る。つ ぎに,こ んにち の世界 全体を通 じて,と くに アフ リrカ,南アメlj
カ,中 東 と近東お よび極 東 におけ る大 きな不安が あ る。 これ らの地域に おけ る大多数 の人 々は急速 に
目ざめ現代に おけ る よ りよい生活 の状態を要 求 しつつあ る。
したが って,い わ ゆ る 「持 て る国」 と 「持 た ざる国」 の国民 とのあ いだの経 済的 な不 均衡を取 り除
く手 段を見 出さなければな らず,さ もなけれ ば両 者 のあ いだの闘争に直面 す るので あ る。右 のよ うな
見解は,い わ ゆ る南北問題 そ して後進 国開発 の問題 とい う大 きな また非 常に困難 な トピ ックであ る。
い ま ここでは これ らの問題 につ いて の全般 的な検 討は しば ら く措 くと して も,一 定 の限 界内では 「持
てる」豊 かな国か ら 「持た ざる」貧 しい国への投資 資本や経 営上の ノウ ・ハ ウ(know-how)の移動 を
通ず る ことに よって,両 者 のあい だの人 口や国民所 得のあいだに よ りよきバ ランスを もた らす こ とが
で き るで もあろ う。後者 自体が その所 有す る諸資源 か ら資本 とノウ ・ハ ウを内部 的に 自力で開発 して
ゆ くで あ ろ うとい うことを望む別 の行 き方につい ては,現 在の段階 ではおそ ら くあ ま り現実的 では な
く,ま たその プ ロセスは,ほ とん どの近代工業先進 国が経 験 した社会 的な変化の過 程 と比較 した場 合
には,緩 慢かつ非効率 な面 を含む ことにな るであ ろ う。
さらに特筆すべ きケ ース として,先 進工業 国の資本 や ノウ ・ハ ウの移 動は1つ の重要 な側面 と して
あ対共 産主義 との関 係があ る。この点は 「冷 い戦 争」(ColdWar)といわ れ る期間 におけ るアソ・ウカの
資本 と経 営のソ ウ ・ハ ウの海 外移 動が1つ の モデル を示 すとお もわれ る6]けれ ど もこれ につい てはつ
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ぎの点だけを指摘 してお こう。





(e)先進工業諸国はそれ以外の世界の他の諸国に,必 ず しも快 よく受け入れられない としても,少
な くとも トレラブルなものとしてみとめ られ るようなイデオロギー,広 い意味の文化そして生活
方法(Wayoflife)を提供しなければならない△1
〔3〕先進国一 た とえばアメ リカー の産業の国内的な分野か ら国際的な分野への移行はい くつ
かのはっきりした ビジネス上の理由のために生ずるといえる。
ここで鞭 宜上・これ らの理由を利潤機会と競争の必要の2つ のカテ ゴリーにおけて,ア ・リカ企
業のケースを検討しておこう。
〔A〕利潤機会については,ま ず,ア メリカの多 くの産業は第2次 大戦後に極めて急速に拡張 した
のであるが,こ れ らの産業はいまや十分以上の生産能力を樹立 したし,かな り高い程度にまでそ
の生産物によって利用可能な国内市場を飽和させている。そのために,相対的に国内利潤率が低
下することも余儀な くされる。そ して多 くの場合,経 済の将来の成長率は主として生産の増加や
人 助 増加 に よって,康 が って またそれ に基 づ 治 要の増加 ・よらて も支配 さ擁 であ ろ ら。
海外諸国 の場合は,事 情 は全 くちが ってい る。十 分な生 産能力は しば しば不足 してお り,消 費
は急 速に拡 大する傾向を示 し,ま た消費者の欲求 は十 分に満た され ていな い。 た とえば,
アメ リカにおい ては 自動 車は3人 に1台,EEC－ ヨ・一ー民田ッパ共同市場 の諸 国においてはll
人に1台,ラ テ ン ・アメ リカに おいては78人に1台,ア フ リカにおいては95人に1台 ,自 由圏内
の アジアに おい ては,実 に465人に1台 の割 合であ る。
一 アメ リカに おいてはTVの セ ッ トは3.2人に1セ ッ ト,ヨ ーPッ パ共同市場 にお いては13
人に1セ ッ ト,ラ テ ン ・アメ リカでは48人に1セ ヅ ト,ア フ リカにおい ては790人に1セ ッ ト,
同 じくアジアにお いては102人に1セ ツ 〉の割合 であ る。
－Lこ れ らと同様 の状態 は電機冷蔵 庫 につ いて
,電 機 洗濯機につい てそ の他多 くの消費財や工
業生産物 について も見 られ る。
以上の よ うな結果.ま す ます 多 くの アメ リカの,そ して先進工業 諸国の企業が海外市 場に卓越
した成長 の期待を見 出 しつっ あ り,ま た,こ れ らの海外諸 国の産業 の発展に参与す る ことか ら,
まさに経 済的な 「ビジネスの舞 台」におけ る,多 くのそ して相対 的に高水準の利潤 機会を取得 し
つつある。 この よ うな情況 のなか で,国 際 的な市場 の開拓 と活動 の拠点 の建設の ために積極的 な
蝶 の酬 進出がお こな繍 てい る聴 あるP
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出荷を継続してゆ くことを不可能にさせてしまっている。 したがって,こ のような作用を強 く受
けている製造業者は,そ の ぐジネろを継続 してゆ くためには,海 外に工場設備を設置することを
それだけ余儀な くされているのである。自動車工業,化 学工業,各 種事務機概 油田,石 油関連
産業は これ らの例である。
ω
・ さ らに,こ れ らの事情に追加して,相 対的に強力 な競争老が,ア メ リカ国内 にお いて生産 活動
の拠点 を設 置す る ことに よって,ア メ リカの国内市場 にた い してア メ リカの国内業者に挑戦す る
傾向が ます ます増大 しつつ あ る。外 国の株主 は,現 在,ア メ リカ合衆 国内にほぼ80億ドル以上 に
のぼ る直接投資 を保有 し(そのほかにほぼ130億ドル1このぼる合衆国証券類を保有),また そのよ うな投
資か らの収益は現在1年 間に4～5億 ドル以上の割合 におよんでいる。 そのような傾向 の実 例
は,オ リ ベ ッ テ ィ 社(OlivettiCorporationofAnier三ca)によ る ア ン ダ ー ウ ッ ド 社(Underwood●
Corporation)の最 近 の 獲 得,ペ シ ニ イ 社(Pechiney)に よ る ホ ウ ・サ ウ ン ド社(H・weSound
Company)の 資 産 株 の 買 収 が あ る 。
右 の よ う な,そ し て 他 の 多 く の 関 係 事 項 に て ら し て み る と,将 来 の 企 業 の 競 争 の あ り 方 が ま す
ま す 国 民 的 な 境 界 を 越 え て 遂 行 さ れ る 傾 向 が あ る,と 結 論 す る こ と が で き る 。
注





以上のように,ア メリカの企業の最近の動向を中心 として,な ぜアメリカやその他の先進工業国の
産業やその経営者が海外活動に進出してゆ くのか;ま た進出してゆか ざるをえないか とい う理由の若
干の ものを検討 したのであるが,こ んにちのアヌ リカを見ると,現在 までの世界が知 ることのなか っ
たほどの投資資本,工 業生産設備,経営上のノウ ・ハウの最大の集積を保持 している。アメ リカにお
けるこれ らの諸資源の蓄積は他のどの諸国のそれよりもほるかに卓越 しているとみ て よい;け れ ど
も,同時に,世界の人 口の大部分を含むその他世界の広大な地域があ り,そこでは,'この ような諸資
源は全 く不足 している。それゆえ,単純な経済的な意味の過不足バランスの調整を考えるな らば,ア
メリカから投資資本や経営上のノウ ・ハウが,よ りよき均衡が樹立 されるまで,着実なペースの増加
率で相当量が流出すべきである。けれ どもこめような考え方が現実には必ず しも経済的な測面のみの
分析だけで終 るものではな く,またその効果についても同様であ り,さまざまの広範な検討すべき事




国 際る企 業 と国 際 金 融 活 動
よ うoこ の問題 につ いて も同 じくア メ リカの ケースを 中心 に2つ の側面か ら接近 してゆ こ うo
第1の 点 は,ア メ リカの場合にお いて も,そ の 金融 的な諸 制度お よびその マー ケ ッ トは,産 業が 国
際的 な分野 へ進 出す るのを助長す るためには,十 分 に よ く準 備 され てはいな い とい う点 であ る。
もち ろん,ア メ リカの金融諸制度 自体 は短 期資 金の供給 にた い して,ま た商 業取引活 動を助長す る
ため の通常 の銀行業務 サー ヴィス の提供 につ い ては,よ りよ く組織化 され てはい る。けれ ども,製 造
工業 設備 ・工場 の投 資の場合 の中期 お よび長期資 金を供給 す るための金融 の能力は,全 く別 の事項 で
あ る。 この よ うに見 るのは,こ こで は,親 会社 の各種 の保 証(guaranties)を要 求す る よ りも,む しろ
海外 企業 自体に たい して安全(・ecurity)を要求 す る投資 につ い て見 た場合で あ る。'もち ろん,ア メ リ
カの主 要な巨大会社 は,も しそれが保証 を準 備す るな らば,海 外 で使用す るためめ必要 な資金をほ と
ん ど全 て借 り入れ る ことが で きると見 るべ きであ る。
以 下い くつか の事項 につ いて概観 してゆ くことに しよ う。 ㎏"
制 度的な資金(lnstitutionalFunds)
アメリカの場合は,私 的な良問の投資資本の主要な蓄積部分は,保 険会社,'各種のタイプの年金お
よび信託資金にある。 これ らの金融組織の うちごく少数のもの一 もしあるとすれば≡ だけが,'そ
の利用可能な準備の うちあ相当の部分を海外への投資にむけるように配慮され♪そあような立場にあ
る。 い っそ う特殊 なケ ース と しては,一
た とえば;ニ ュー ・ヨー クにあ る保険会社 はその州法に よって,カ ナ ダ以外 の海外 諸地域λ の
投 資は,そ の資産のわずか1%だ けを投資す る ことがみ とめ られ てい るにす ぎな い。tこれ に加 え
て,あ る種 の タイ プの海外投資 は,い わ ゆ る包括方式 ク ロ・一ズ ーbasketclause－の もとに分
類 され てい る。 これは特定の,通 常 は危 険度 の高い カテ ゴ リーの場合 には,資 産 の2%ま で を投
資 するこ とを許 してい るのみ であ る。他の 州の海 外投資 にたいす る抑 制条件はそれ ぞれちが って
はいるけれ ども,大 体 同 じよ うな傾 向を もっている。
これ らの制度 的 ・技術的な割 り乏のほかに,大 部分 の保険会社 は海外へ の投 資にたい して強力 な
白ら課 した諸制限を設け てい る。一 般的に いえば,こ の種 の保険 会社 が その顧 客にチ ャー ジす る
利 子率,お よび,そ の ビジネスの全構造 に チ ャージす る利 子率 は低い程度 の危険を示す投 資か ら
の相対的 に低い収益率を前提 としてい る。
一 以上の よ うな事情は ,年 金 基 金や信託基 金の場 合 もほぼ 同 じよ うな もの と考え られ る。.この種
の制 度の代表 者の推計に よれば,ア メ リカ合 衆国 の閑 塗会社,年 金 お よび信託 基金を一括 して も,親
会社 に よって保証 されない ほん と うの海 外産 業 のプ ロジ ェク トにた い しては,お そ ら く,2億 ドル以
上の ものは注入 され てはいな い,と いわ れてい るので あ る。 ・.
投資銀行(lnVestmごntBanks)
アメ リカの投 資銀行制度は海外 の産業 活動 プ ロジ ェク トに融資す る ことに きわ めて積 極的 な関心を
示 しは じめつ つある。 けれ ども,大 部分 の投資銀 行は現在 まで に,'ごくわず がめ プ ロジ三 多 トの融資
を アレンジしただけであ る。.しか も,そ の よ う.な海外企業 にた い しては銀行 自身の資金 をほ とん どな
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に も投入していない といわれる。 したが って,投 資銀行の活動は,主 として海外のプロジェク トを企
図する場合のア ドヴブイスに よる協力や,そ のような海外 プロジェク ト融資について関心をよせる国
内 と外国の諸機関および個人にコンタク トすること等か ら成 り立っているのである。
商業銀行(CommercialBank)
商業銀行は銀行金融業務の うえか らは,一 般的には,ア メ リカの借 り手にたいす るのと同じような
条件で外国の借 り手にたい しても貸付けをする。けれ ども,一 般に商業銀行の機能は,相 対的に低い
リ・スクの企業活動にたい して短期資金を利用可能にす ることである。そ して海外企業にたいする貸付
けは,'国内の貸付けと同 じように,あ るいはそれ より以上にきびしい金融上の審査を経なければなら





らした ものは1919年に成立 したエ ッジ法(EdgeAct)による商業銀行の国際的な子会社設立である。
この法律に よる規定は,ま ず第1次 世界大戦後の ヨ■…一ロッパの再建に参画することをアメi2カの資金
源に許 し,貿易金融 とくに輸出のための資金を供給することをみ とめたのである。
もっとも,第1次 大戦前後は相つ ぐ連邦準備法の条項の改正に より,次第に銀行の海外活動にかん
する関心も高まり,それを制限 した諸規定も改められてゆ く方向にあった。 この間の事情を概観して
おこ う。
(三)
アメ リカの経済構造が近代にいた り工業 化の進展により,輸出品 も食料や原材料より工業製造品の
ウェイ トが増大 し,貿 易も量的 ・質的に転換して くるにつれて,こ のような対外産業活動の金融を担
当するための自国の金融機関一 為替銀行業務を含む 一 の設立と育成が必要 となってきた。19H年
の国家金融委員会(NationalMonetaryCommision)の報告は,当 時の貨幣金融事情を分析展望して,
とくに対外的金融専門機関の必要を強調するに至 った。
しか し,よ く知 られているように,当 時 までのアメリカでは,国 法銀行は国内 ・国外を問わず,支
店の設置が禁止されていた。一部の州法銀行や個人銀行はこの規定から除外され,制限はなかったが,
実際に海外 に支店を設置して,業 務活動をした ものはほとんどなかったとみてよい。法人組織の銀行
は引受業務 も禁止されていた。 この ような国内金融にたいす る各種の法的制限 も加え られ,こ の結果
当時にいた るまで,銀 行引受市場が未発達であった。これは,ア メ リカの対外貿易が原料 と食料を中
心 とするヨーロッパ向けが主流を占め,商 業銀行をはじめとする金融会社機関が,国 際通貨 としての
ポン ドの支配的な時代的背景のもとで,国 際金融 の中心地 ロ.ソドンを拠点としてお り,したが つて,
イギ リスな どのヨー ロッパの銀行組織を利用する方が得策であったため,対 外銀行業務は未発達 ・未
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熟 であ った。
このよ うな動向の もとで1913年2月23日制定 の連邦準備法に よ り,外 国支店 の設置等 を含 めて,金
融銀行業務の発展がはか られ,ア メ リカの国際 金融機構は法的に もか な り整備 されて きた。
このときの連 邦準備法第24条では,連 邦 準備加盟銀行が連邦準 備制度理 事会 の承認 に よ り,ま たは
その命令お よび指図に よ り,外 国において勘定を開設 しそれ を維持 し,外 国取引 先を指定 し,ま たは
代理店の設置 を承認す る ことにな った。
また,第25条b規 定 は,資 本金 と剰余金 の合計額 が100万 ドルを下 らない国法 銀行は,連 邦準備制
度理事会の承認を得て,外 国に支店を設 置で きるこ とを骨 子 としてい る。 ・ ・
この連邦準 備法第25条の規定 の適用 に よ り最初に外国支店 を設置 した国法銀行 は,1914年NationaI
CityBankofNewYorkのブエ ノス アイ レスの支店開設 である。 ついで1917年にFirst'NationalBank
ofBostonも同 じ くブエ ノス アィ レメ・お よびハバ ナに支店 を開 設 した。'./lI
このよ うなス ター トを した アメ リカ銀行の対外発 展の性格につい ては,進 出地 域や業務活 動の経 営
組織等 のちがいに よ り,ほ ぼ3つ の タイ プに分類で きるとい える。
　 　 　
第1の タイプー 進出した外国土着の銀行の株式を取得 しこれを支配してゆ く経営支配一 コマン
　 　 　 　
ディットのタイプ。資本力が十分でなく,しか も外国の金融銀行業務の知識等に精通していない
場台でも利用す ることができる。 ドイツの巨大銀行が対外発展の初期に使用 した方法である』・
第2の タイプ一 子会社設立の タイプ。進出相手国が外国銀行に よる支店設置を禁止している場合
や支店をもらている銀行の全資本に課税するような国に進出しようとす る場合である。 これ らの
　 　 　
場合に子会社を外国に設立 し,そ れ を拠 点に次第 に所在 国内外 に支店 を増設 して ゆ く方 法 で あ
る。 同 じく ドイ ツで さか んにお こなわれた。
第3の タイ プー 在外直接 支店形 式に よる進 出の タイ プ。 これ は本国 の親銀行 との関係を最 も緊密
に し,ま たそれを直接 的,完 全にす る対外 的進出形態であ る。 フランスの対外進 出が この方法 を
とった典形的な例で,ソ シ ェテ ・ジ ェネ ラー レ以外の フラ ンス大銀 行の1860年以後の銀行 の対外
発展は,大 部分 この方法 に よってい た。
ア メリカの銀行金融 機関 の対 外的進 出 も以 上の3つ の タイプが利用 されたが,国 法銀行や 信託銀行
(会社)は,大 部 分が在外支店設 立の タイ プに よる活動が支配的であ った。 さらに この2つ に1919年の
コネテ ィカ ッ ト州法の もとにAmericanExpresCo.,Inc。,が組 織 され 通 運 ・旅行 業務全般 のほかに・
対外的な一般銀行業務に も進 出 した。(1923年には連邦準備銀行のキュー・ミ支店が設立されたが,これは在キ
ューバのアメリカの商業銀行や金融機関にたいして 「銀行の銀行」の機能を果した)。
その後,1916年9月7日に,連 邦準備法 第25条が改正 され,比 較的小規模 の銀 行が独力で外 国為替
金融会社を設 立 して,対 外的銀 行金融業務 に参加で きる方向を開 くことを考 慮 して,そ の基礎 的な準
備 として,そ れま での資本金 の規定 に追加 して,国 際金融業務 に従事 す る目的の ために設立 されてい




つ ぎに,1919年12月24日,=ユー "ジ1・一基ジ一州選 出 のエ ッジ(Edge)上院 議員の提案 した 法案 がエ
ッジ法(EdgeAct)として成立 した。 これ は連邦準 備法弟25条(a)項に追加 された もので あるが,要 旨
は,国 際 的な対 外的銀行金 融業務 を専門 的にお こな う外 国為替 金融会社(F・relgnBankingCorpora・
tl・n)の設 立 ・営業 が連邦 準 備制度理事 会 の承認事項 とな った ことであ り,こ の規定 に よって 設 立 さ
れた金融会 社をエ ッジ法 会社(EdgeActCarporati・no壬company)とよんでい たのであ る。
なお このほかに,各 州法 の規 定に よって設 立 され,営 業 中で,し か も連 邦準 備法 の第25条(a)項の
規定 に照 合 し,理 事会 の同意を得 て対 外的 に銀 行金融業務 の営業 ・活 動をす る州法会社(StateCorpe・
ration)があ り,前 記 のエ ッジ法会社 とともに,二 系統 の銀 行金融 機関が アメ リカの海外金融 銀 行活動
の主流 とな った といえ るのであ る。
この よ うに して,よ うや く法規 正の整 備拡充 に よ り海外活動 が軌道 にの り,'その活動 は重て数)的に
は1920年代に1つ の ピークをつ くり,30年代不況,第1次 大 戦,第2次 大戦 へ と次第 に縮 小,衰 退 し
たが,第2次 大戦 後,現 在 にいた るまでに,量 的に も質的 に も大 きな勢い を示 しつつ ある とい え る。
さて,エ ッジ法 の規定 に よる銀 行金融会社は,最 小限200万 ドルの資本金 を もち,.1920年の連 邦準
備制 度理 事会規則K(RegulationK)に明示 された外 国為替金融 業務－foreignbanking,バンヵ;一ーズ ・
アクセプ タンスの創造 と内外預 金の受け入れ一 を営み,あ わ せて各種 の対 外 的 国 際 金 融 活 動－
foreignand/oroverseasbusinesefinanceoperationのほかに 自社 債の発行,外 国証券 の売却 の よ うな
投 資活動一 をす る銀 行金融機 関であ る。
以 上の よ うに近 々lqo年足 らず の うち に,初 期 の未熟 な商業 銀行の海外支 店設置の状態 か ら出発 し
て,エ ッジ法 の制 定 に よって外 国為替金融会社 の設立 の承認後 は,こ れ に出資 して,・あ るいは外 国の
ω
銀 行金融業者 と合 同資本参 加に よ り,ラ テ ン ・アメ リカ,ア ジア,そ して ヨー ロッパへ,さ らにその
他低開発地 域(ア フリカ ・中近東等)等 へ とアメ リカの企業 の海外活 動の拡大 に伴 って資金 の調達 ・運
営お よび海外投 資活 動の担 い手 とな ってきたのであ る。 しか も,こ れ らの銀 行金融機関 はすべ て ニ ュ
ー'・ヨー クに本拠 を おいてい るのであ り,こ の ことは ニュー ・ヨークの国際 金融市場 として の地 位 と
性格 を ロン ドンのそれ と比較 して従属的 な地位 が ら対抗 的な国際金融 市場へ と推 し進め,さ らに経 済
的 な側面で世界的 な リーダーシ ップを とる地位へ進 も うとす る意欲 の強 きを示す もの ともい え るので
あ る。
実際 には1957年に連邦制 度理 事会に よって規 制が再 び修正 され るまで,エ ッジ法に よる海 外銀 行金
融活 力もあ ま り活 発 とい う状 態にはなか った。57年の修正に よる新 しし規定 の もとでは,商 業銀 行は
(D
(a)主として商業金融業 務活動 に従事 す る海外銀行 会社(foreignbankingcorporatlon)および/あ
るいは
(b)主として投資 金融活 動に従事す る海 外金融会社(foreignflnllncihgcerporation)
を設立す る ことができ るよ うに なった。 との よ うな ことが商業銀 行の海 外活動 をい っそ う促進 さ
、:せたので ある。 現在 では約 】0の商業 銀行が右 の2つ の タイプの子会社 を もち,4つ の商業 銀行が
1つの タイ プだけで他 の ものには よらずに営業活 動を してい る。 しか し,大 部分 の子会社設 立に
一46一
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よる海外活動が定着 した といえるのは1960年代に入 ってか らのことである。
エッジ法に よって設立された金融会社は全 くの海外企業にたいする長期の資金¢)金融に従事 してし1'
る点でとくに関心が もたれ る。 これ らの金融会社はその活動に含 まれる危険に比例 して利子率を課す
ることをみとめ られ,ま た株式購入にたいして株式取得経営参加あるいは委任のような特別の仕事を
することをみ とめ られてい る。:さらに 自己の海外投資資金を保有 し,他の投資者にたいして信託 もし'
くは最良の努力の条件でその参加を調整す ることができる。そのほか,海 外の企業にたいする金融上
のプログラムを開発す る場合に企業が必要 とす るような正確なサーヴィスを提供 している。'三 ∴
けれ ども,右のよ うな数社のエッジ法会社のファスィ リティはまだ限 られたものであ り,63年初期
で総資本投資はほぼ4;OOO万ドルにすぎなか った。その当時 までには,海 外企業活動にたいして数百.
万 ドルの融資をア レンジしただけであったが,将 来においては,そ の活動は大いに拡張するとみるべ
きであろう。J"・'『'"-:・'・,':
注'"∵'.' ."・ 、"↓
(1)歴史的 な事実 として アメ リカの商業銀行 が海 外に支店を設置 して・国際的な金融活動 をBfi始した の!a,1,8弩7
年 に=ユ ー ・ヨークのJ・tii・・CO・kli・M・・tg・9・T・u・tC・mD・nyが・ンM⇒ 店を開設 したのが 最初で
'ぺ
あ る。(ぞ の後1893年に ごの ロン ドン支店 を閉鎖 し,ニ ュ∴ ・・ゴーグのNorth'Amer三can・.Tfust!C6垣pah夕
がその業務 をひ きつ いだ)。(2)㌫蕊蕊鷲 蕊1蕊蒜1驚鷲 瓢
,驚㌶ 畦猴骨
(四)
アメ リ∫カの産 業 の海外 経済活 功のため の銀 行金融 活動は,第1次 世 界大 戦か ら30年代 の不況 期,ニ
ュー ・ディール時代 に入 り,二 三二 ・ヨーク連 邦準備銀 行を中心 とす る活 動,ニ ュー ・ヨーク州銀 行
法に よる内外所 在銀 行金融機関 にたいす る統制,ig3i年6月20日の フーバ ー ・モ ラ トリア ム(Foovot
M・rat・rium)期には ヨー ロッパ各国の ア メリカに対す る債戦支払 い もドイ ツの賠 償支払 も中 断 ・見 送 り
の状況のなか で,ア メ リカ として 自国中心の立場か ら,主 と して アメ リカの銀 行の損失 防止 に重点を
お くものとな った。 ついで1934年2月に 「産業復興法」 に よ りワシ ン トジの舶 出入銀行Expbrt・lmport
ofBankofWashington)が設立 きれ,以 後 キ ュ・一バ,ラ テ ン ・アメ'リカ諸 国に活 発な 活 動 を 開 始 し
た。 こ うして,20年代 にいた る'までは萌 芽期か らニュー ・ヨ ・ーク連 邦準 備銀 行を 中心 とす る 自由主義
的な国際協調的 な活動を経 て,30年代 の財 務省 中心 の 自国中心 の孤 立主義 的な性格 と対外 金融 上の政
策が見 られ,(も 亮 も20年代 より{まじあられた金嚇 入とそれの不胎化政貴ξ(G。1dSt,,ili、a・1。nP。li。y)が続.
くのであるh:),40年代 か ら第2'次大 戦以後 は,連 邦政府が 中心 とな って 連 邦準備銀 行 と政 策的 に も=
元化 した国際通貨 諮問委員会(N;tionCrAdvlsoryCouncil'onIntemati6n61MonetaryhtidFinahcial
P・blems,NAC)め設 立 をは じめ と して再 び国際的 協調 の方 向 をとbは じめたの で ある。、そ して 第2
次大戦後は財務省 ¢)同際金融局'(AgencyofIntematio皿alFina㎡ee):が代表 的機関 と して,・広 範囲 の国
際金融お よび外 国為替 問題,金 ・銀政 策,ブ レ トン ウッズ協 定,国 際通貨基 金,∴国際復 興銀 行,'・さ ら
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に国際金融公社,そ して直接にまたは輸出入銀行等を通 じる外国貸付および援助,北 大 西洋 条 約機
構;・国際通貨諮問会議,米 英金融協定,合 衆国為替安定基金,外 国資産管理等,に ついて責任を持つ
活動をずるに至っている。戦後の経済復興 と世界経済め繁栄 と成長について,デ メ リカの果だす活動
と役割のあらゆる部分は政治上 ・経済上に大きな関係を有することは論をまた ない が,同 時に そこ
に,'戦後か ら今 口に至 るまでに国際経済の推移のなかで幾多め変動と消長を経験 しつ つ あ るのであ'
る。にもかかわ らず 「ビジネスの舞台」での対外金融活動については,'いまだに,海 外投資の機会に






巨額なこと,あ るいは活動分野の うちで,自 由世界の低開発地域や工業化の開発途上国のプロジェク
トにたいして広い範囲にわたって金融上のサーヴィスを提供 しつつある姿が明らかに示されている。
最近においては～巨額のアメ リカ合衆国の資本の海外への流出が,民 間の金 融 の経 路を通 ずる より
も,む しろこれ らの諸機関によるものが多いことも明らかである。
このような観点からい くつかの事態を検討すると,さ しあた っては,つ ぎの2点 を指摘することが
できる。
(a)アメ リカの産業の海外進出にともな う民間の金融銀行機関の活動分野は拡大傾向にあるとはい
え,国 家的あるいは国際的な諸機 関の資金供給は現在巨額な ものであ り,それだけに,ア メリカ
の民間の金融機関に とっては一種 の大 きな挑戦を受けつつあるといわなければならぬ。 しか し,
前者の活動はなおしば らくは継続す るであろ うが,問 題はその後の民間の金融機関活動がどのよ
うな型の ものとなるか,で ある。
{b)アメリカの企業経営の他の重要な部分が知 らず知 らずの うちに,政 府の手rl」にお し流されてゆ
き,欠席裁判のような事態の うちに,一 定の国家政策に もとつ く方向一 た とえば国有化や社会
化の方向一 に進 んでゆかざるをえないように左右される傾向も示 される。
けれ ども,このような観察をするといっても,世 界経済の現状か らみて,国 家的なあるいは国際的
む しろ多数国問にまたがる貸付機関の各種のプログラムを軽視することを意味するものではない。 こ
れ らのプログラムの多 くのものは,十 分に管理運営され,世 界経済の現状ではきわめて重要であ り,
それなしとするの場合には大きな混乱が生ず ることも事実である。にもかかわらず,こ れ らの諸機関
の努力は,主 としてつ ぎの3点 に集中すべきであるように もおもわれ る。
(1)これらの機関の資金は,公 共事業あるいは準公共事業のカテゴリーに入 り,民間資本に通常は
.利害関係を もたぬ プ旙ジ ェク トに供給 され ること(た とえば,学校教育機関・公共の病院 ・調査プロ
グラム'}道路 ・ダム・'港湾 ・農業開墾事業等)o
-・48-・
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年 間 政 府 特 別 支 出 金 。11億 ドル
(1962年)これ は 長 期 のCom・
rnitmentauthorityIこよ り1962
-1966会計 年 度 に72億 ドル に 補
























1.プ ロ ジ ェ ク ト・ロ ー ン(PrO・
jectloan)0
2.輸 出 信 川(ExportCredits)。
3.中 期 の 包 括 的 な 保 険 保 障 。
4.短 期 の 包 括 的 な 保 険 。
1.外 国 政 府 へ の 貸 付 け 。
2.ア メ リカ お よび 海 外 の 民 間
企 業 へ の 貸 付 け 。
3.金 融 媒 介 機i関(intermedia-
tefinanCinginStitUtiOn)





2.ア メ リカの農業生産物 にた
いす る海外 マーケ ッ トを開発 ・























助 成 対 象・








4、FCIAに おけ るアメ リカ
合衆国の輸出業者。
1.外 国 政 府 。
2.ア メ リ カの 企 業 お よ び 受 領
国 の 企 業 。
3.開 発 銀 行 ・貯 蓄 貸 付 け 組 合
(SavingsandLoanAssocia・
tion)およ び 関 連 機 関L
1.ア メ リカ合衆国の企業のみ。
































適用せず。 適用せず。 1.特 殊 な リスク(接 収 ・通貨
'の 非交換性 ・戦争 ・革命 ・反
乱 ・暴動等に よる損失)に た
いす る新投資の保証。
2.す べての リス クの保証。
3.ラ テン ・アメリカにおける








1.プ ロジ ェク トの性質に より
5年か ら20年(実際 上7～9
年が多い)る..
2.1年 か ら5年 まで(例 外的
に ～年)・' .い'〉'∴





.痴 若干めケ,一琴 おい頒 予,
一 口 一`・ 、 、● ■・●,一`_,一_■ 瓦
プロジェク トの性質に基礎 をお
いてい るが,全 般的にはIO年を
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NgencyforlnternationalDevelopment,AID)











1年間政府特別支出金。特別の リス クにたい しては10億ドル。す


































1.特 殊な リスク(接 収 ・通貨
の非交換性 ・戦争 ・革命 ・反
乱 ・暴動等に よる損失)に た
いする新投資の保証。
2.す べての リスクの保証。
3.ラ テン ・ア メリカにおける
住宅 プロジ ェク トの民間 レベ ・





























































特別 のケースは年 まで(実 績で
は33年が最長)。
通常据置期間は3～5年 。








加 盟 国 通 貨1
約1億1,000万ドル。加盟国の





















































































一 「三 三 蹴 「一 … 「
満 期
利率もしくは
手 数 料 等






法 的 規 制
お よび 責 任
1.プ ロジェク トの性質によ り
5年か ら20年(実際上7～9
年が多い)。
2.1年 か ら5年 まで(例 外的
tこ74葬)0





の期間によ り変動す るこ とあ
り。
4he-一－tny…-……^』　 一 四w^概7　「ロ ー ㌍ 完 脳 天験 茜 ポ ミぽ チ 「宅7ズ 下㍗岬 ツ'竺』～ 訊'土資… 文7…　 　 勘　一…'
レ イ シ ョ ソ的 な 投 資 に た い す
る 保 証 。



























2、 プロジ ェク トの性質によっ
て,一 般的には5.25%。
3.地 域的な利 率と二 次的な貸
付けの性質に よって定 まるケ
ースあ り。






















(9)い わ ゆ る ク ー リ ー ・ ロー
ンo
通常は20年まで。










































る資金 コス トに もとつ く.一・プ





































(注)(1)AIDは 経済開発と援助にたいす る贈与,補 助金 もまた提 供している・情況に よっては・ このような援助'助 成は返済可能な貸付けの地域通貨の型 をとる こともできる。
(2)経済発展のための努力にたいす るIMFの 寄与は重要ではあるけれども・直接的であるよりもむしろ間接的である。なお・IBRD・IDA・IFCの3機 関は・いわゆ7Q「世銀 グル ープ」 といわれる ものである。
(3)キ,t-一.・はIDBに カi1翻しなか った。 このほか}・信託蹴 として,(・)?ii会1秘語 〔縫(ア ・Vf))(b)カナダ信託騰 ・(・)イキ リス信託基金・(d)スウエーラsン信 課 金があ り・帳 」UIの牌 こf陪で」・地改良'教 育機関 σ水辮 の ゾPジ ・クトに融資 助 成をし
(.1)アメリカ合衆国 とIDBと のあいだに19引年6月19111に;周印 された条約。資料㌫㌫ ㌫ 鑑IL=㍑r惣 認=繊 認茎跳:卵 罐 ・㌻;嚇纂膿=罐 ・曝 三當 麟 驚言 霊慧鞭雲 ㌶㌃緯鑑 識 ・
三











・わ ゆ る ク ー リー ・ロ ー
通常は20年まで。
1.実 際にカバーされ る リスク
のそれぞれにたい して,ラ イ
アビ リティの|%の%の 利率,
スタン ド・バ イによるカバ ー
は ト%の%。



















































































,この ような援助 ・助成 は返済可能 な貸付けの地域通貨の型 をとることもで きる。









































Bankの 設 立 の 協 定 とIDB
Act(PL86-147)に よ る 。




















Fundの 協 定 とInter・Amer三can
SoeialandEconom三cCoope・
ratlonprogramとし て 承 認 さ
れ た 法 律 に よ る。 ω
(アメリカ)(")'」ナ グ信託疏(c)イ キ リス信 〔齢 ・ω ス・一つ ・f言託墓銘 ・あ リ・帳 期の1瞬 齢 で・1・地改良 紺f機1胴 ・糖 の プ・ジ.ク ・に噸.鵬 を 、ている。
㌶ :瓢 漂 場 了;礒謬 灘 麟 霊 ㌶ …竃・艦 ㌍ 撒 潔 轍雲 速㌫ 緯鑑 識 誌 ・微 ㌶ 耀 漂 濃∵一 一 鋤一 ・億・州酬・つ…・
－ ptTm-H－ 一 ←r-一ー ー－q■azar-e-tsewbtsrE.T. 　 　 一 }-一 一'一 一 口=一ーー一－
x・一領ロ■問日鋼■違■唱■一 一」
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② 海外諸国におけ る政治的 リス クに たいす る投資 の保険 のための広範 因のかつ有効なプ ログラ」ト
を開発す るこ と(た とえぽ通貨の交換性 ・出先¢)外国政府による接収 ・戦争 ・反乱等に関する リスタ)・け
れ ども,通 商貿易や企業 経営上 の リス クの引 き受けは民間 の投 資者 にの こされ るべ きである。∵
③ 民間 レベルの プ ロジェク トにたいす る資金の一・部分を供給す る場合に一 債務あ るいは証券資
本の形式のいず れの形 で も一 不足部 分をいわばギ ャップを埋め る型(gap・fil;ngtype)で供給す
ること。 これは,そ の ような資金の適量がその他 の民間企業 の資金 供給 を満 たす ために必要 とさ
れ るよ うな場合であ る。
外国に進 出 し活動す るアメ リカの産業の拡張に と もな う リス クや資金 供給 に関連す るその他の仕事




動する民間企業にたいして追加的な税負担を課す るとい う事実のなかに,]つ め政治的なパラ ドック
スが見られ る。巨額の戦費の支出を含めて政府の海外における活動はそれが 「ビジネスの舞台」に与
えるインパクトについて,必ず しも企業経営の論理や感覚か らはベターではない効果を生みつつある




× × × ×
以上の検討か ら,こ こで要約的にい くつか の問題点を指摘 してお こう。
第1は,ア メ リカの企業経 営者は,現 在経験 しつつあ る国際企業 の新時 代をそれな りに受け とめて
いるが,そ の意味は,ア メ リカの世 界経 済におけ る消長 と関連 して,新 しい挑戦 と新 しい機会を提供
するものであ り,こ れにたい しては,新 しい時代感覚に もとず く精神 と情 熱を もってらぞ まなければ
ロ






り能率的で効※的によく実行してゆ くためには,で きうるかぎ り,国家的なまた国際的な金融機関に
よるよ りも,民 間の銀行金融 機関の ノーマルなチ ャンネルを通ず る型が望 まれ る。前者は一定 の制限
された分野で後者 の活 動を助長す るか ぎ りの ものにあ るこ とが合理的 であ ろ う。'
第3には,醐 におけ紅 裏ぽ ラソ・搬 は,とく嘩 期的な企業とし≠穆擦 るべ章 軌
長期的な配慮に照 らしてな され るべ きで あ る。 現在では投資者は,と くに低開発諸国にお いては,、洛
' 一 、49一
萌治大'学∴社会科学研究所'紀要 .
種の経済的 ・政治的な困難に直面するこ.と'を当然 のごととし'て考慮すべきであろう。 したが6て'1そ
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LittlewasaccomplishedundertheEdgeActuntilcertainclarifyingregulationswereissuedbythe
BoardofGovernorsinJanuaryl957(RegulationK).Underthenewregulation,acommercialbank'
mayestabl三sh(a)aforeignbankingco叩oratiOnwhichengageschieflyincommeエcialbankingactivities
and/or(b)∂foreig皿financingcorporatio皿whichengageschieflyininvestmentbankingfunctionsi
Thegreatmajorityofthesesubsidiarieshavebeenestablishedinthelasttenyears.
FinancingcorporaiionssetupundertheEdgeActareparticularlyinteresting,becausetheyare
engagedinthelong-termfinancingoftrulyforeignventures.Theyhavefundsoftheirownto
investandcanaエrangefortheparticipationofotherinvestorsinbusinessabroad・'
EdgeActcompaniesinexistencehavelimitedfacilitiesandtheyhavearrangedonlyafewhund・
redmilliondollarsoffinanc三ngforforeignventures,Inthefuture,however,thereisreasonto
believeandhopethattheiroperationswi皿begreatlyexpanded.
Becauseo正1ackofwell.developedfacilitiesforchannelingprivatecapitalintoinvestmentoppor・
tunitiesabroad,thetask・ffinancingf・rindustrialexpansioninf。relgnc・untrieshasfallentoo
heavilyonthenationalandmult三nationalagencies.Thegeneralnatureandscopeofthekactivities
areindicatedinExhib丑.Theyareinapositiontoprovideaverywiderangeoffinanc三ngserv三ces
forprojectsinthelessindustrializedc皿ntrlesoftheFreeWorld.Duringrecentyears,thebulkof
U.S.capitalflowingoverseashaspassedthroughtheseagenciesratherthanthroughprivatefinancing
channels..
Itsuggeststhat(a)privatefinanciaiinstitutionsmaybepassinguponeoftheirgreatestcha皿enges
andopportunities,andthat(b)privatebusinessaffairsdriftintogovrenmentormultinationlagenc三es
handsand皿aythusincreasinglybetakinganotherstepintoasocialisticdirection・
Nodisparagementisintendcdoftheprogramsofthenat三 〇naland皿ultinationaliendingagenci'es,
formanyoftheseprogramsarewelladministeredandvitallyi皿portantintheworldoftoday.
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